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連隊長要望事項

「情熱と執念」

隊区担当中隊

第２中隊

第１中隊

重迫撃砲中隊

第３中隊

第４中隊

８
月
１
日
付
で
第

33
代
第
20
普
通
科
連

隊
長
と
し
て
、
国
際
平

和
協
力
セ
ン
タ
ー
（
市

ヶ
谷
）
よ
り
、
南
條

衛
（
な
ん
じ
ょ
う

ま

も
る
）
１
等
陸
佐
が
着

任
し
た
。

８
月
１
日
（
金
）
、

南
條
１
佐
は
駐
屯
地
慰

霊
碑
に
参
拝
し
た
後
、

副
連
隊
長
以
下
の
幕
僚

・
各
中
隊
長
が
迎
え
る

中
、
初
登
庁
し
た
。

同
日
、
駐
屯
地
営
庭

に
お
い
て
着
任
式
が
実

施
さ
れ
、
立
会
官
（
師

団
長

若
松
陸
将
）
に

よ
る
着
任
連
隊
長
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。
引
き

続
き
南
條
１
佐
は
着
任

の
辞
を
述
べ
、
「
統
率

方
針
に
「
常
在
戦
場
」

を
示
し
、
「
情
熱
と
執

念
」
を
要
望
事
項
と
す

る
こ
と
を
伝
え
た
。

連
隊
は
南
條
連
隊
長

の
新
た
な
統
率
の
も
と

、
最
も
強
く
信
頼
さ
れ

る
連
隊
と
し
て
い
つ
い

か
な
る
任
務
に
も
即
応

完
遂
す
る
こ
と
を
誓
っ

た
。

７月３１日（木）、駐屯地営庭において第３２代第２０普通科連隊長
武田宜則１等陸佐の離任式を実施した。
武田１佐は２０連隊勤務での思い出と感謝を伝えるとともに「連隊検

閲、災害派遣、各種訓練、教育等みんな本当に頑張ってくれた。これから
も最も強く信頼される第２０普通科連隊として頑張ってもらいたい。」と
離任の辞を述べた。
引き続き見送りが行われ、令和５年８月の着任以来２年間、連隊を指

揮した武田１佐は、全隊員による盛大な万歳三唱で見送られ、第２０普通
科連隊を後にした。

平成１１年 ３月 幹部候補生学校 [前川原]

平成１１年１０月 第５普通科連隊 小銃小隊長 対戦車小隊長

[青森]

平成１４年 ８月 防衛大学校訓練部 指導教官 [横須賀]

平成１６年 ３月 第２４普通科連隊 情報小隊長 運用訓練幹部

[えびの]

平成１８年 ８月 幹部候補生学校学生隊 区隊長 [前川原]

平成２０年 ８月 幹部学校付 指揮幕僚課程学生 [目黒]

平成２２年 ８月 第１１普通科連隊 第５中隊長 [千歳]

平成２３年 ８月 第３普通科連隊 ゴラン高原国際平和協力隊準

備室長 [名寄]

平成２４年 ２月 ゴラン高原国際平和協力隊 ゴラン高原派遣輸

送隊隊長 [イスラエル・シリア]

平成２４年１２月 中央即応集団司令部防衛部 運用幹部 [朝霞]

平成２５年 ３月 陸上幕僚監部運用支援情報部・運用支援課

日米共同計画係 在日米陸軍司令部陸上連絡官

[市ヶ谷・座間]

平成２９年 ６月 外務省パキスタン在日本大使館 防衛駐在官

（一等書記官）[パキスタン]

令和 ２年 ９月 教育訓練研究本部教育部 作戦運用教育第２室

教官 [目黒]

令和 ２年１２月 富士学校普通科部教育課 主任教官（戦闘班）

[富士]

令和 ４年 ８月 第４普通科連隊 連隊長 [帯広]

令和 ６年 ３月 国際平和協力センター 主任研究官 [市ヶ谷]

令和 ７年 ８月 現職

南條１佐 部隊歴

第
32
代
連
隊
長

武
田

宜
則

１
等
陸
佐
が

離
任

離任の辞を述べる武田１佐

師団長より激励

全隊員からの見送り万歳三唱

厳正な表情で式に臨む隊員

慰霊碑参拝 初登庁で迎えられる連隊長

着任の辞を述べる連隊長
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１３日 （土）
・イオンモールまちのおしごと
体験（イオンモール山形南）

１３日 （土）１４日（日）
・ふながた若鮎まつり

１４日 （日）
・日本一の芋煮会フェスティバル
・赤湯温泉ふるさと祭り

第
１
中
隊

佐
々
木
士
長

【転出】（幹部：３名 准曹士：２２名）
（中隊） （氏・階級） （転出先）

 本部管理中隊 鈴木 ２尉 幹部候補生学校
 同 齋藤（雄）曹長 第５１普通科連隊
 同 齋藤（博）曹長 第６師団司令部付隊
 同 佐藤 曹長 山形地方協力本部
 同 菅原 １曹 第６師団司令部付隊
 同 庄司 １曹 同
 同 笠原 ２曹 同
 同 鈴木 ２曹 同
 同 橋本 ２曹 第２６普通科連隊
 第１中隊 藤盛 曹長 八重山警備隊
 同 小野 ３曹 第５１普通科連隊
 第２中隊 金成 ２曹 第２５普通科連隊
 同 今野 ３曹 第５１普通科連隊
 同 佐藤 ３曹 対馬警備隊
 第３中隊 土田 １尉 青森地方協力本部
 同 吉田 １曹 陸上総隊司令部付隊
 同 鈴木 ３曹 第２５普通科連隊
 同 五十嵐 ３曹 奄美駐屯地業務隊
 第４中隊 佐藤 ３曹 第４普通科連隊
 同 丹 ３曹 自衛隊海上輸送群
 重迫撃砲中隊 狩野 １尉 第１４旅団司令部
 同 藤田 １曹 多賀城駐屯地業務隊
 同 高島 ２曹 第２陸曹教育隊
 同 武田 ３曹 中央即応連隊
 同 金子 ３曹 第１水陸機動連隊

【転入】（幹部：１名 准曹士：１６名）
（中隊） （氏・階級） （転入先）

 本部管理中隊 渡部 曹長 第６師団司令部付隊
 同 富樫 ２曹 第３陸曹教育隊
 同 髙橋 ２曹 輸送航空隊
 同 小山田 ２曹 第２５普通科連隊
 同 佐藤 ３曹 第１３普通科連隊
 同 伊藤 ３曹 西部方面情報隊
 同 辻 ３曹 第２６普通科連隊
 第１中隊 伊藤 ２曹 第２８普通科連隊
 同 佐藤 ２曹 第８普通科連隊
 第２中隊 安達 ２曹 陸上自衛隊高等工科学校
 同 松田 ２曹 第１水陸機動連隊
 第３中隊 吉田 ２曹 東北方面情報保全隊
 同 山崎 ３曹 第１４普通科連隊
 同 川口 ３曹 第１１普通科連隊
 第４中隊 荒木 ２曹 第４２即応機動連隊
 重迫撃砲中隊 山端 １尉 第３師団司令部
 同 叶 ２曹 第２普通科連隊

８
月
５
日
（
火
）
６
日
（
水
）
、
花
笠
パ

レ
ー
ド
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
た
「
第
63
回
山

形
花
笠
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
。
山
形
花
笠

ま
つ
り
は
、
山
形
市
十
日
町
交
差
点
か
ら

「
文
翔
館
」
（
旧
県
庁
）
ま
で
の
約
８
０
０

ｍ
を
踊
り
歩
く
祭
り
で
、
毎
年
８
月
５
日
か

ら
７
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
客

が
訪
れ
る
山
形
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
統
制
美
と
キ
レ
の
あ

る
踊
り
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多

く
い
る
。

今
年
は
神
町
駐
屯
地
混
成
で
の
参
加
と
な

り
、
連
隊
花
笠
隊
に
加
え
、
第
20
普
通
科
連

隊
、
第
６
後
方
支
援
連
隊
、
第
６
施
設
大
隊

及
び
第
６
特
殊
武
器
防
護
隊
の
新
隊
員
で
編

成
さ
れ
た
約
80
名
の
踊
り
手
た
ち
は
、
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
笠
回
し
と
花
槍
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
動
き
で
山
形
の
真
夏
の
夜
を
彩
っ
た
。

隊
員
た
ち
は
、
地
域
愛
と
若
さ
溢
れ
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
掛
け
声
で
会
場
と
一
体
と
な

り
花
笠
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
勢
い
あ
る
動

き
と
自
衛
隊
ら
し
く
統
制
さ
れ
た
踊
り
に
対

し
て
、
沿
道
か
ら
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手

と
掛
け
声
が
送
ら
れ
て
い
た
。

令
和
７
年
度
前
期
定
期
異
動
に

よ
り
25
名
が
転
出
、
17
名
が
新
戦

力
と
し
て
転
入
し
た
。

７
月
29
日
（
火
）
、
Ｂ
庁
舎
舎

前
に
お
い
て
転
出
者
紹
介
行
事
が

行
わ
れ
、
転
出
者
を
代
表
し
第
27

代
重
迫
撃
砲
中
隊
長

狩
野
１
尉

が
「
こ
れ
か
ら
も
先
輩
の
意
思
と

伝
統
を
継
承
し
、
更
に
精
強
な
20

連
隊
を
創
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
た
。
引
き
続
き
見
送
り

が
行
わ
れ
、
転
出
者
は
同
僚
た
ち

と
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
、
別
れ

を
惜
し
み
つ
つ
、
決
意
新
た
に
20

連
隊
を
後
に
し
た
。

８
月
７
日
（
木
）
に
は
、
講
堂

に
お
い
て
転
入
者
紹
介
行
事
が
行

わ
れ
た
。
行
事
で
は
転
入
者
が
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
た
後
に
転

入
者
を
代
表
し
、
第
28
代
重
迫
撃

砲
中
隊
長

山
端
１
尉
が
「
転
入

者
一
同
、
20
連
隊
の
即
戦
力
と
な

り
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

私

の

旦那さんと尾花沢市にある銀山
温泉へ行きました。久しぶりの宿
料理は絶品でした！また年末年始
休暇に向けて頑張ります。

第２中隊 加藤２尉第４中隊 菊池士長 連隊本部第２科 山口３曹

地元の友人と最上川で釣りを満喫
してきました。
４５ｃｍ超えのスモールバスと６０
ｃｍ超えの雷魚を確保！

「令和７年度前期転出入行事」を実施

宿
料
理
は
最
高
！

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
ま
す
！

東京都で結婚式を挙げてきまし
た！３中隊長（山内３佐）に挨拶を
お願いしたら、当日髪の毛が生えて
いて誰か気づきませんでした。

場所 村山市 最上川 場所 尾花沢市 銀山温泉 場所 東京都内

昨
年
は
北
方
訓
練
に
参
加
し
た
た
め
多

く
の
隊
員
は
約
２
年
ぶ
り
の
夏
季
休
暇
と

な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
夏
季
休
暇
を

満
喫
で
き
た
隊
員
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

ダイナミックな花槍

迫力満点の男踊り

新隊員の元気溢れる女踊り 沿道から拍手と声援が送られる花笠隊

文翔館前で連隊長と記念撮影

声援に笑顔で答える隊員

激励を受ける転出者 転出者代表挨拶 狩野１尉

転入者代表挨拶 山端１尉

連隊歌斉唱


